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資料１－４

■ 港区景観計画
【策 定】平成２１年 ８月
【前回改定】平成２７年１２月 改定

【主な改定内容】
①届出対象規模等の見直し
• 届出対象を高さ３１ｍ→１５ｍに引下げなど
②景観形成基準の拡充
• 斜面緑地の景観形成基準の追加など
③景観形成特別地区の拡充
• 外濠周辺景観形成特別地区の追加など
④歴史的建造物を核とした景観形成・保全の拡充
• 新たな景観形成基準の追加など

• 平成２１年に港区景観計画を策定し、景観法に基づく建築計画に際しての届出制度の
活用により、良好な景観形成の誘導を図るとともに、「港区景観街づくり賞」の創設によ
り、良好な景観形成に対する意識の啓発を進めてきました。

港区では、景観計画及び景観条例により、
一定規模を超える建築物の建築等にあたり、景観協議を義務付けています。
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• 港区景観街づくり賞(平成23年度創設)及び港区景観街づくり奨励賞（平成25年度創設）

• 港区区民景観セレクション（景観計画改定後、平成２９年度創設）
対象：「区民が誇り愛着を持つ街並みその他の景観」として区民等により応募されたもの

受賞例件数内容名称

・R7 田町タワー
・R6 3rd MINAMI AOYAMA

２６件特に優れていると認める施設景観街づくり賞

・R7 ブリリアタワー浜離宮
・R6 ジューテック本社ビル

３３件
より一層の良好な景観形成を
期待する施設

景観街づくり奨励賞

R7田町タワー R7ブリリアタワー浜離宮

R7電車、モノレールが見えるグリーンウォーク R5朝の三解脱門とグランド松R6夕暮れの運河の船溜まり
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『港区の歴史的景観を継承する仕組みづくりに関する提言』（以下、「提言書」）で
示された方針やそれに基づく新たな制度の導入にあたり景観計画を改定します。

提 言 書 景観計画に反映
していく内容

その１
港区の特徴を活かした
方針（考え方)の位置づけ

その２
新たな制度の対象

【新たな制度の対象】

文化財等に該当しないが

港区の景観形成に寄与するもの

指定文化財

景観重要建造物

景観重要樹木

登録有形文化財

文化財に
未指定・未登録の
歴史的建造物等
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• 港区景観計画では、第４章「地域のシンボルとなる景観資源を保全する」の中で、景観法に基づく
景観重要建造物・樹木の指定方針等が記されているため、内容及び構成を見直します。

• 昨年度の提言を踏まえて「歴史的景観の継承の考え方」を追加します。
• 第４章 １ 歴史的建造物を核とした景観形成・保全 の冒頭にある、図「歴史的建造物の位置」

及び「歴史的建造物一覧」を時点修正します。
• さらに、「新たな制度の登録要件」を追加し、元ある「景観重要建造物の指定方針」 及び「景観重

要樹木の指定方針」は、内容を更新します。

提言書で検討した「緩やかな保存」や「歴史的建造物等の保存と都市機能の更新の両立」等の
港区ならではの歴史的建造物等に対する考え方や、継承の必要性を示します。

改定予定箇所旧

第４章 地域のシンボルとなる景観資源を保全する
リード文に歴史的景観の継承の考え方を追記

第４章 地域のシンボルとなる景観資源を保全する

１ 新たな制度の登録１ 歴史的建造物を核とした景観形成・保全
（１）歴史的建造物（東京タワーを除く）周辺
（２）東京タワー周辺

２ 景観重要建造物の指定 （更新）
３ 景観重要樹木の指定 （更新）

２ 景観重要建造物の指定方針
３ 景観重要樹木の指定方針

４ 歴史的建造物を核とした景観形成・保全※
（１）歴史的建造物（東京タワーを除く）周辺
（２）東京タワー周辺

※：図「歴史的建造物の位置」及び一覧の更新

目次の改定（案）
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■港区景観計画 第４章の抜粋

• 第４章のリード文の説明書き部分に歴史的景観の継承の考え方を追記します。
• 歴史的建造物の位置を示す図及び一覧は、前回の景観計画改定後から増加しており、

「歴史的建造物」の定義の見直しや新規指定・登録を確認し、更新していきます
• 「新たな制度の登録要件」を追加するとともに、「景観重要建造物・樹木の指定方針」の内容は、

「新たな制度」の創設等に合わせ、必要な箇所を更新していきます。

※景観重要樹木の指定方針も同様箇所修正

※検討中

新たな制度を反映
（今回検討部分）

※検討中

※検討中

※検討中

リード文
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• 港区ならではの要素を踏まえ、新たな制度の登録要件を以下のとおり追加予定です。

■新たな制度（※）の登録要件

新たな制度（※名称決定後、文言差替え）は、道路その他の公共の場所から望見することのできる建造物等のうち、以下のいずれか

に該当するものを登録します。

○地域の良好な景観の形成に寄与している建造物等（現在、地域の景観形成を成しているもの）

○地域の良好な景観の形成への寄与が期待される建造物等 （将来的に、地域の景観形成を期待するもの）

■景観重要建築物の指定方針／景観重要樹木の指定方針

・・・（次ページで説明）
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景観計画における「新たな制度」の登録要件の追加案

現在の計画

提言書の視点である
「緩やかな」制度の反映
まずは新制度の間口を
広げることで
景観重要建築物等への
指定の後押しも

 現在・将来において景観形成への寄与を考慮
 所有者がより制度を利用し易く、幅広く捉えられるようなものをイメージ
 景観重要建造物の指定の方針とは異なる方が「緩やかな」制度を表現できると想定

■景観重要建造物の指定方針

■景観重要樹木の指定方針



• 港区ならではの要素を踏まえ、景観重要建造物/樹木の指定方針を下記のように更新予定です。

■景観重要建造物の指定方針

■景観重要樹木の指定方針

■景観重要建造物の指定方針

景観重要建築物は、道路その他の公共の場所から望見することのできる建造物のうち、以下のいずれかに該当するものを指定します。

○ 地域のシンボルとして、広く区民に親しまれている建造物

○ 港区の自然、地形、坂、歴史、文化等の特性が外観に表れた、特徴的な建造物

○ 地域の景観づくりの核となるなど、景観上、優れた特徴を誇る建造物

○ （新たな制度）に登録された建造物（所有者の同意が得られたものに限る）

■景観重要樹木の指定方針

景観重要樹木は、道路その他の公共の場所から望見することのできる樹木のうち、以下のいずれかに該当するものを指定します。

○ 地域のシンボルとして、広く区民に親しまれている樹木

○ 港区の自然、地形、坂、歴史、文化等の特性が外観に表れた、特徴的な樹容や優れた樹姿を誇る樹木

○ 地域の魅力や風格の向上に寄与し、緑の軸の形成に重要な役割を果たす樹木、並木等

○ 建物と一体的に景観を形成している樹木

○ （新たな制度）に登録された樹木（所有者の同意が得られたものに限る）
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景観計画における景観重要建造物・樹木の指定方針の更新案

現在の計画

改定（案）

景観審議会で議論
された「港区らしさ」
といった視点を
踏まえ見直し
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参考）千代田区：部分的な保存や新築の歴史的建造物（復元）の指定事例

千代田区の景観制度においては部分的に保存されて新しい建物と融合している建物や復元された
歴史的建造物等も指定対象となって、評価がされています。
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景観計画の新旧対照イメージ

■現行計画 ■変更案

「歴史的景観の継承の考え方」
を新規追加予定

（参考）千代田区景観計画 ８章抜粋



なし
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景観計画の新旧対照イメージ

■現行計画 ■変更案

「１ 新たな制度の登録」
制度の説明と登録要件

を新規追加予定

（参考）千代田区景観計画 ８章抜粋
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景観計画の新旧対照イメージ

■現行計画 ■変更案

P7の通り、更新予定

新たな制度を新規追加予定

更新予定
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景観計画の新旧対照イメージ

■現行計画 ■変更案

P7の通り、更新予定

新たな制度を新規追加予定

更新予定
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景観計画の新旧対照イメージ

■現行計画 ■変更案

更新予定

更新予定

更新予定

項番、タイトルの変更予定


